
複素関数論 (4)

クラス 番 名前

1.関数 御=上 によって、z平面上の次の図形は ntt平面上のどんな図形に移るか。
Z

ω円円=孝       o円 日=2
角写答 原点中心半径 2の 円に移る        角牢答 原点中心半径

号
の円に移る

(向 きは逆向きに動く) (向きは逆向きに動く)

(3)直線 Im(z)=1

角卒答  (0,一
号
)を 中心とする半径

歩
の円に

移る

ただ し、原点を除く。

※なぜそうなるか、理由を考える。

(3)の ヒン ト:2=″ 十句,7tl=匂 十わ とおくと、Im(z)=1よ り、伊=1である。すなわち、z=″ +ぢ
である。このとき、御=歩 =丁

キ万
を変形 して、物,υ をそれぞれ けの関数で表す。それらの式か

ら、″を消去 した式を作る。

2.指数関数 c々 について、次の問いに答えよ。

(1)C2=c22を 満たす zを求め、複素平面上に図ホせよ。

解答:z=2免れ (角 は整教)

ヒント1す =を とおくと、サ=サ
2の方程式を解くことになる。ただし、サ≠oに注意する。

z主 密十づダとおいて、″ぅyをそれぞれ求める。

(2)指数関数 cを が実数となるのは、zが複素平由i上のどこにあるときか。

解答 iz=密 十拘行 (駒 は整数)
ヒン トiz=密 十句 とすると、cを =cコ (cOS y十 あSin伊 )よ り、cを が実数になるための条件を考
える。



3.指数関数 c々 について、次のことを証明せよ。

(1)cを ≠0

ヒン ト :オイラーの公式を使 う。cos 7,sin υは同時には 0にはならないことに注意する。

(2)石
7=c万

ヒン ト:オイラーの公式を使い、丁寧に計算する。

Cを 三 cr cOs伊 十 ぢCr sinダ =c2cos伊 ― ケC2Sinダ =…

(3)cを |=cRe(を )

ヒン ト :lclυ =1を用いる。または、定義にしたがって、
ず|=7確せcos伊 )2+(cα説ny)2を 丁寧に計算する。

ωゴ1抱 =多

ヒントi zl=密 1+句1,Z2=″2+句2と おき、右辺から左辺に変形する。
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える。
排
=メ如刊〕 を丁寧に示す。

の公式を使 う。


